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2種,200タイプが11種である｡ ボード厚さは12mm が3種,15mm のものが 6種で他は 20mm であ
る｡供試ボードのうち,12MA,15MAl,15PAlがA社,12MB,15MA2,20MB,15PA3がB社,20MA
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写真 1 腐朽菌作用下での曲げクリー プ試験のようす
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基準を 12mm の200タイプで 15kg/cm2の曲げ応力が負荷されるようにした｡従って, 150タイプでは,
12mm 厚で 11.25kgノcm2に相当する荷重を負荷した ｡ この応力値は,湿潤曲げ強さの約10%に該当Lか
つ初期変形約 1mm (スパン長さの1/300)を与える大きさである｡ 厚さの異なるボードについては, 同じ
初期変形を与えるという観点から厚さ効果を考慮に入れて,15mm ボードでは200タイプ 18･75kg/cm2,
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壊に至る｡12MA と 12MB とを比べると,同じ応力比の荷重が負荷されているにもかかわ らず,前者の
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験体でのたわみ増加のようすである｡15MAlおよび 15PAlについても, ほぼ 15PA3と同じ経過をたど
り60日を過ぎて破壊に至る｡図 1のMタイプのボードと比較して,Pタイプのボードの耐朽性が高いのがう
かがえる｡また,Mタイプではたわみの増加が腐朽初期から著しいが,pタイプでは漸増する傾向がみられ
る｡このうち 15MA2がMタイプであるに もかかわらず 15PA3より耐朽性が高いのは, ソイルブロック
法による強制腐朽試験での結果同様,ボード密度の差異によるものと思われる｡
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4. お わ り に
パーティクルボードの耐朽性は,接着剤の種類等により異なっているが,またチップ形状や密度の影響を
うけるなど製造条件により支配されるところが少なくない｡さらに防腐薬剤を接着剤に混入して製造した防
腐パーティクルボードは,合板等に対する処理に比較してより効率的であるといわれている12)ことを考える
と,現在のパーティクルボードにより高い耐朽性を付与することは可能であると思われる｡このような高耐
久性のパーティクルボードは,床材料だけ七なく外壁やその他のより環境条件の悪い個所-の使用を増大さ
せることになろう｡
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